
ホームページ・アドレス ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.zengoren .org／

行
事
　
　
　
十
一
月
　
研
修
会
・
定
例
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　

（
三
鷹
支
部
に
て
開
催

）

予
定
　
　
　
十
二
月
　
忘
年
会

　
　
　
　
　
　
　
納
会

　
平
成
二
十
年

　
　
　
一
　
月
　
鏡
開
き

　
　
　
　
　
　
　
荒
川
区
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
二
　
月
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
報
告
書
作
成

　
　
　
三
　
月
　
１
９
年
度
報
告
書
作
成

　
　
　
　
　
　
　
研
修
会
・
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　

（
草
加
支
部
に
て
開
催

）

第
三
・
四
半
期

青
少
年
育
成
指
導
相
談
室

（
事
務
局
報
告

）

　
個
別
相
談
　
　
　
三
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
登
校
拒
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
い
じ
め
　
三
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
小
学
校
　
一
年
生
２
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
年
生
１
名

）

（
解
説

）

　
い
じ
め
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は

、
最
初
は
些
細
な
こ
と
で
あ

っ

た
こ
と
が

、
徐
々
に
・
・
・
・
！

。
昨
日
ま
で
の
仲
良
し
友
達
が

、

先
生
の
一
言
が
等
！

。

　
他
の
人
に
は
解
ら
な
い
苦
し
み
が

、
辛
い
日
々
を
過
ご
し
結
果
と

し
て
い
ろ
い
ろ
な
事
例
が
表
面
化
し
て
く
る

。
そ
う
な
ら
な
い
た
め

に

、
何
を
す
る
か

、
親
と
し
て
何
を
し
て
や
る
べ
き
か
?

『
強
く
逞

（
た
く
ま

）
し
く

、
自
信
も
大
切
な
力
！

』

護
身
武
道
の
心

『
人
に
優
し
く

』
を

、
学
ん
で
欲
し

い

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
そ
の
他

　
Ｈ
Ｐ
相
談
件
数
　
０
件

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟

第
４
回
理
事
会
・
三
鷹
市
牟
礼
三
鷹
牟
礼
南
公
会
堂

　
審
議
事
項

一
　
支
部
拡
大
に
伴
う
役
員
の
役
割
確
認
の
件

二
　
委
員
長
中
間
報
告
確
認
の
件

三
　
委
員
長
相
互
監
査
等
確
認
の
件

四
　
そ
の
他
懸
案
事
項
確
認
の
件

・
委
員
長
報
告

第
三
・
四
半
期

一

　
N
P
O
法
人
連
絡
会

（
我
孫
子

）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
十
月
三
十
日

二

 
会
計
収
支
監
査
報
告

（
瀧
井
監
事

 
 
 
 
 
に
よ
り
実
施
確
認
十
一
月
三
日

）

三
 
年
末
調
整
関
係
報
告
・
・
柏
税
務
署

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
十
一
月
五
日

※
今
後

、
理
事
会
報
告
書
・
会
計
収
支
報
告
書
に
つ
い
て

、
初
段

以
上
取
得
者
に
対
し
て

、
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
上
で
閲
覧
出
来
る
も
の

と
す
る

。

今
回
の
研
修

鏡
開
き
時
に
お
け

る

、
演
武
の
練
習

　
師
範
そ
れ
ぞ
れ

が
一
演
目
で
参
加

す
る
た
め
器
物
演

武

、
自
由
組

、
型
の
披
露
の
探
求
・

研
究

。
成
果
を
十
分
発
揮
す
る
こ

で
し
ょ
う

。

・
・
一
級
第
二
の
型
・
・

・
・
一
級
第
一
の
型
・
・

器物単演・大村師範

器物相対
笠置師範、瀧井師範

第
三
・
四
半
期

護
身
武
道
武
道
研
究
会

　
極
め
技
三
連
続

、
四
連
続
と
実
践
論
を
追
求
し
て
い

る

。
初
心
者
に
対
し
て

、
短
期
間
に
ど
れ
ほ
ど
の
ス
キ
ル

ア

ッ
プ
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
指
導

研
究

、
実
践
練
習
を
重
ね
る

。

　
こ
れ
ら
の

、
あ
る
べ
き
姿
を

、
我
々
は

、
研
究
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
そ
れ
が
護
身
武
道
連
盟
に
お
け

る
師
範
の
使
命
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

。
こ
れ
ま
で
学
ん
だ

事

、
良
し
と
し
て
学
ん
で
き
た
事
等

、
技
術
の
上
に
胡
座

を
か
い
て
い
て
は

、
所
詮
到
ら
ず

。

　
今
期
は

、
一
級
・
第
一
の
型

、
一
級
・
第
二
の
型
を
創

作
し

、
大
い
に
研
究
の
成
果
を
出
す
こ
と
が
出
来
た

。

連
盟
と
し
て

、
審
査
委
員
長
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い

第
三
・
四
半
期
　

護
身
武
道
研
修

三
鷹
市
新
川
５
の
４
　
三
鷹
市
第
一
小
学
校
体
育
館

十
一
月
十
八
日

（
日
曜
日

）
実
施

※
来
年
度
カ
レ
ン
ダ
ー

用
写
真
撮
影

第
三
・
四
半
期
　
　
会
費
納
付
十
一
月
三
日

偲
ぶ
会
 
 
 
墓
参
会
の
実
施

選
手
権
大
会
出
場
に
伴
い
結
果
を
報
告
す
る
こ
と

。
更
な

る

、
武
道
精
神
の
伝
承
を
お
誓
い
す
る
た
め

、
有
志
に
よ

り
執
り
お
こ

な
い
ま
し

た

。

出
向
者

片
倉
師
範

笠
置
師
範

大
村
師
範

小
林
舘
長

本
部
　
上
野
道
場
　
　
　
　
　
　
小
林
舘
長

　
場
所
　
台
東
区
東
上
野
６
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
小
学
校
体
育
館

　
練
習
日
時
　
毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
：
０
０
～

２
１
：
０
０

 
指
導
師
範
　
　
　
　
　
齋
藤
師
範
　
瀧
井
師
範

　

【
第
５
６
回
台
東
区
空
手
道
選
手
権
大
会
に

、
年
少
の
部
及

び
有
級
の
部
に
選
手
を
出
し

、
大
い
に
活
躍
を
し
ま
し
た

。

初
出
場
で
他
武
道
で
す
が

、
当
道
場
に
お
い
て
の
練
習
よ
り
は

「
緊
張
は
し
た
が

、
楽
に
出
来
ま
し
た

。

」
と
の
弁
で
し
た

。

　
道
場
に
戻
り

、
大
会
で
得
た
体
験
を
随
所
に
出
し

、
乱
取
り

及
び
科
目
の
練
習
に
そ
の
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す

。
や
は
り

、

「
可
愛
い
子
に
は

、
旅
を
さ
せ
ろ

」
で
し
ょ
う
か

。
指
導
者
の

熱
き
思
い
が
報
わ
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す

。

】

　
先
生
方
が
久
し
振
り
に
こ
ら
れ
ま
す
が

、
い
つ
も
練
習
し
て

い
る
か
の
よ
う
に

、
妙
に
馴
染
ん
で
い
ま
す

。
永
い
年
月
を
共

に
学
び

、
研
鑽
し
て
き
た
仲
間
で
す

。
本
部
と
は

、
い
つ
で
も

返

っ
て
こ
ら
れ
る
場
所
と
し
て
の
存
在
感
を

、
出
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す

。
各
師
範
が
道
場
を
開
設
し
て
い
る
現
在

、
特

に
感
じ
ら
れ
ま
す

。

　
夏
の
選
手
権
大
会

、
新
年
の
鏡
開
き
の
演
武
大
会
と

、
大
き

な
柱
を
中
心
に

、
各
々
が
切
磋
琢
磨
し

、
確
固
た
る
存
在
感
を

出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

。
個
性
溢
れ
る
個
々
を
延
ば
し
て
や
れ

る

、
指
導
を
心
掛
け

、
明
日
に
繋
げ
よ
う
！
！

三
鷹
道
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
置
師
範

　

場
所
　
　
三
鷹
市
北
野
３
の
１
の
５
 
北
野
小
学
校
体
育
館

　
練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
　
 
 
９
：
０
０
～

１
２
：
０
０

今
後
の
目
標

（
十
月
一
日
寄
稿

）

 
空
手
道
選
手
権
大
会
も
無
事
終
わ
り

、
参
戦
し
た
充
実
感
で
一

杯
で
す

。
道
場
へ
の
御
協
力
や
御
理
解
を
下
さ
る
保
護
者
の
皆
様

方

、
又
本
部
所
属
の
大
関
さ
ん
の
奥
様
か
ら
の
差
し
入
れ

、
こ
の

場
を
お
借
り
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

。

　
さ
て
小
林
会
で
は

、
来
年
一
月
鏡
開
き
を
行
い
ま
す

。

　
各
師
範

（
舘
長
も
出
ら
れ
る
！
そ
う
で
す
が

）
や
練
習
生
の
演

武
会
に
向
け
て
の
稽
古
を
始
め
て
い
ま
す

。
夏
期
合
同
稽
古
以
来

の
合
同
稽
古
と
あ
り

、
行
事
に
参
加
す
る
ご
と
に
成
長
す
る
三
鷹

道
場
生

、
益
々
全
員
が
一
丸
と
な

っ
て
い
ま
す

。
”
楽
し
み
な
が

ら
”
や

っ
て
い
る
普
段
の
稽
古
姿
を

、
演
武
と
云
う
形
で
披
露
し

ま
す

。

　
こ
の
秋
新
し
く
入
門
し
た
鳥
山
君
も
加
わ
り

、
さ
ら
に
盛
り
上

が

っ
て
い
ま
す

。
又

、
来
年
の
二
月
上
旬
頃
に

、
生
徒
全
員
の
昇

級
を
目
指
し
て
い
ま
す

。
高
校
生
ト
リ
オ
が
一
級
審
査
を
受
け
る

事
で

、
黒
帯
の
視
野
が
間
近

、
彼
ら
の
熱
心
さ
は

、
後
輩
へ
と
受

け
継
が
れ
ま
す

。
ま
ず
は
鏡
開
き
の
演
武
が
目
標

。

　
真
土
道
場
　
 
　
　
　
　
　
小
林
舘
長

　
場
所
　
荒
川
区
荒
川
旧
真
土
小
学
校
三
階
体
育
館

　
　
　
　

（
常
磐
線
三
河
島
駅
よ
り
三
分

）

　

日
時
　
毎
週
土
曜
日
　
１
０
：
０
０
～

１
２
：
０
０

　
指
導
師
範
　

及
川
師
範
　
中
武
師
範

 

師
範
の
良
き
練
習
場
所
と
し
て
い
た
が

、
８
月

、

９
月

、
１
０
月

、
１
１
月
と
見
学
者
も
順
調
に
き
て
い
ま
す

。
及

川
師
範
・
中
武
師
範
を
中
心
に

、
行

っ
て
い
ま
す
が

、
時
々

、
他

の
師
範
の
方
々
が
来
ら
れ

、
会
員
と
な
ろ
う
か
と
云
う
人
を
指
導

し
て
く
れ
て
い
ま
す

。

　
指
導
す
る
こ
と
は

、
な
か
な
か
難
し
く

、
教
え
て
い
く
ほ
ど
に

疑
問
が
過
ぎ
り
ま
す

。
そ
の
よ
う
な
時

、
是
非
,
真
土
道
場
に
練

習
に
き
て
く
だ
さ
い

、
師
範
研
修
の
場
と
し
て
も
解
放
し
て
お
り

ま
す

。
こ
れ
か
ら

、
寒
さ
厳
し
き
時
期
で
す
怪
我
の
無
い
よ
う
研

鑽

。
努
力
し
ま
し
ょ
う

。

　
　
　
　
道
場
だ
よ
りよ

り
・
・

実
践
に
ち
か

く
！

稽古参加の大村師
範、笠置師範

相変わらずの、
鋭さ、長島師範

常に舘長も乱取り
に参加、還暦過ぎ
てもまだまだ！
皆さんの優しさで・・・

青木師範・久しぶりに、
本部の練習に参加、年
少の部の指導にあたる。

齋
藤
師
範

科
目
指
導

一
年
生
コ
ン
ビ

瀧
井
師
範

面
着
用
乱
取
り

注
意
指
導

大
関
フ

ァ
ミ

リ
ー

、
強
く
な

る
ぞ
・
・

。

《
連
盟
報
告

》

 

「
手
塩
に
か
け
て
・
・

」

　
道
場
長
の
情
熱
が
生
徒
の
皆

さ
ん
に
色
濃
く
出
て
い
ま
す

。

各
催
し
に

、
参
加
さ
せ
て
い
ま

す

。
こ
の
こ
と
は
何
を
お
い
て

も

、
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す

。

　
夏
期
合
宿

、
選
手
権
大
会
等

で
の
皆
さ
ん
は

、
礼
儀
正
し

く

、
互
い
の
思
い
や
り

、
し

っ

か
り
と
護
身
武
道
の
精
神
を
継

承
し
て
い
ま
す

。
日
頃
の
先
生

の
指
導
姿
勢
が
見
て
と
れ
ま

す

。
順
調
に
次
代
の
担
い
手
を

育
ん
で
い
ま
す
ね

。

　
高
校
生
の
皆
さ
ん
は

、
黒
帯

に
な
る
た
め
に
更
に
精
進
し
て

く
だ
さ
い

。
中
学
生

、
小
学
生

の
皆
さ
ん
は

、
お
兄
さ
ん
を
目

標
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う

。

「
続

け
な
け
れ
ば
道
は
み
え
ず

。

」

及
川
師
範
・
移
動
突
き

、
蹴
り
の
指
導

初
練
習
生
川
島
さ
ん
・
極
真
会
経
験
者
の
蹴
り

。

道
を
誤
っ
て
い

　
る
時
は

如
何
に
走
る
と

　
も
到
ら
ず
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及川師範ｖｓ長島師範

松戸五香道場
　　　応援団

ひ
た
ち
な
か
教
室

 
 
 
 
 
 
指
導
師
範
　
　
　
　
　
平
戸
師
範

 
 
日
時
　
不
定
期
開
催

　
活
動
抱
負

（
十
月
二
十
一
日
寄
稿

）

　
今
日
ま
で
先
生
を
始
め

、
諸
先
輩
方
に
教
え
示
し
て
い

た
だ
い
た
心
と
技
を
自
分
な
り
に
こ
れ
か
ら
も
学
び
育

て

、
少
し
づ
つ

、
ゆ

っ
く
り
で
も
新
し
く
始
め
る
人
た
ち

に
も
伝
え
て
い
き
た
い

。
そ
の
活
動
を
通
じ
て
自
分
が
暮

ら
す
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
深
め

、
ま
た
社
会
に
貢
献

で
き
れ
ば
す
ば
ら
し
い
と
思
う

。
自
分
が
動
く
こ
と
で
武

道
に
関
心
や
興
味
を
持
つ
人
が
少
し
で
も
増
え
れ
ば
う
れ

し
い
し

、
共
に
学
び

、
共
に
向
上
し

、
共
に
大
き
く
成
長

し
て
い
く
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
仲
間
が
で
き

、
そ
の
輪

が
大
き
く
広
が

っ
て
い
け
ば
自
分
を
こ
れ
ま
で
導
き

、
支

え

、
励
ま
し

、
応
援
し
て
く
れ
た
方
々
に
恩
返
し
で
き
る

と
思
う

。

『
小
さ
く
て
も
歩
み
は
一
歩
か
ら
は
じ
ま
る

。

』

《
連
盟
報
告

》

　
固
い
絆
と

、
信
頼
関
係
で
成
り
立

っ
て
い
る
師
範
同
士
で

す

。
遠
く
離
れ
て
い
て
も

、
日
夜
努
力
を
重
ね
て
い
る
こ
と
が

研
修
会
等
に
出
席
さ
れ
る
と
か
い
ま
見
ら
れ
ま
す

。
幾
多
の
困

難
が
人
生
あ
り
ま
す

。

「
楽
あ
れ
ば
・
・
・
苦
あ
れ
ば
・
・

」

日
々
の
研
鑽
が

、
大
き
な
財
産
で
す

。
共
に
歩
も
う
で
は
有
り

ま
せ
ん
か

。

猿
島
教
室
　
　
指
導
師
範
　
　
　
　
　
青
木
師
範

場
所
　
境
町
上
小
橋
５
４
０

（
境
町
文
化
村
内
武
道
館

）
日
曜
日

　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
８
０
ー

８
７
ー

０
４
９
８

　
又
は

、
茨
城
県
猿
島
郡
境
町

（
猿
島
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

)

日
時
　
　
　
1
9
:
0
0
～

2
1
:
0
0
　
予
定

連
絡
先
　
０
２
８
０
・
８
７
・
５
４
２
８

《
道
場
開
設

》
（
十
月
十
五
日
寄
稿

）

　
現
在
は

、
仕
事
の
関
係
で

、
不
定
期
・
不
確
定
の
状
態
で
す

が

、
今
後
の
予
定
と
し
て

、
十
一
月
六
日

（
火
曜
日

）
に
団
体

登
録

、
十
一
月
十
一
日

（
日
曜
日

）
に
道
場
開
き
を
行
う
予
定

で
す

。
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は

「
猿
島
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

」
又
は

、

「
境
町
武
道
館

」
を
予
定
し
て
い
ま
す

。
ま
だ

ま
だ
練
習
不
足
で

、
不
定
期
の
状
態
は
続
き
ま
す
が

、
少
し
で

も
出
来
る
範
囲
で
や

っ
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す

。

《
連
盟
参
加
報
告

》
十
一
月
十
一
日

（
日
曜
日

）

　
雨
が
激
し
く
降
り

、
道
不
案
内
の
中

、
草
加
道
場
長

（
大
村

師
範

）
も
参
加
さ
れ
ま
し
た

。

　
年
度
当
初

、
目
標
に
し
て
い
た
道
場
開
設
を
不
定
期
な
が
ら

今
回
以
降
定
着
さ
せ
い
て
行
く
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
し
た

。

　
稽
古
は

、
道
場
心
得
か
ら
始
ま
り

、
基
本
練
習

、
課
題
で
あ

る
型
の
習
熟
と
極
め
技
の
確
認
と
続
き

、
乱
取
り
ま
で
あ

っ
と

い
う
間
の
二
時
間
で
し
た

。
青
木
先
生

、
相
変
わ
ら
ず
の
超
骨

密
度
で

、
当
て
た
方
が
痛
め
て
し
ま
う
ほ
ど
で

す

。
こ
れ
か
ら

、
良
き
後
継
者
を
育
成
し

、
こ

の
地
に
ワ
ー

ル
ド
を
創

っ
て
い
た
だ
き
た
い

。

　　　　

松
戸
五
香
道
場
開
設
　
　
　
　
　
 
及
川
師
範

　
場
所
　
 
松
戸
市
五
香
西
四
丁
目
二
二
番
地
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
戸
市
立
松
飛
台
小
学
校
体
育
館

 

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
１
7
：
０
０
～

2
0
：
０
０

 
連
絡
先
　
０
９
０
　
７
２
１
７
　
５
６
６
１

平
成
１
９
年
９
月
９
日
よ
り
松
戸
五
香
道
場
を
開
設
し
１
ヶ
月

程
経
ち
何
と
な
く
稽
古
の
流
れ
を
作
れ
る
位
に
な
り
ま
し
た

。

道
場
に
来
ら
れ
る
方
々
に
関
し
て
は
真
剣
に
稽
古
に
打
ち
込
ん

で
頂
き
毎
回
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す

。

　
月
曜
日
に
小
さ
な
私
は

、
ち
ゃ
ん
と
師
範
と
し
て
や
れ
る
の

だ
ろ
う
か
と
不
安
と

、
自
分
で
作

っ
た
練
習
メ
ニ

ュ
ー

を
み
ん

な
に
や

っ
て
も
ら
え
る
と
い
う
期
待
の
気
持
ち
が

、
金
曜
日
ま

で
に
大
き
く
な
り
ま
す

。

　
土
曜
日
に
は

、
真
土
道
場
に
て
舘
長
の
ﾊ
ｲ
グ
ﾚ
ｰ
ド
な
指

導
方
法
を
目
で
見
て

、
耳
で
聞
き

、
体
感
す
る
事
に
よ
り
不
安

の
部
分
が
ゼ
ロ
に
な
ら
な
い
に
し
て
も
緩
和
さ
れ
ま
す

。
そ
し

て
そ
こ
か
ら
日
曜
日
の
夕
方
に
至
る
間
は
練
習
内
容
の
シ

ュ
ミ

レ
ー

シ

ョ
ン
を
何
度
も
行
い
道
場
に
向
か
い
ま
す

。
そ
し
て
稽

古
が
終
わ
り
道
場
内
で
一
人
に
な

っ
た
時
に

、
一
人
で
反
省
会

を
行
い
そ
れ
が
次
の
週
の
不
安
と
期
待
へ
と
変
わ
る
と
い
う
一

週
間
の
気
持
ち
の
ル
ー

テ
ィ
ン
と
な

っ
て
い
ま
す

。

　
１
０
月
１
４
日
か
ら
は

、
今
の
所
よ
り
広
い
松
飛
台
小
学
校

に
移
り
ま
す

。
そ
れ
に
伴
う
不
安
は
今
ま
で
の
元
山
会
館
で
稽

古
を
行

っ
て
い
た
時
よ
り
も
多
い
反
面
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う

と
す
る
自
分
の
気
持
ち
が
強
い
気
が
し
ま
す

。

　
ま
だ
ま
だ
勉
強
す
る
事
は
多
く

、
一
回
一
回
の
経
験
を
大
切

に
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
に

、
又
護
身
武
道
の
素
晴
ら
し
さ
が

よ
り
多
く
の
人
々
に
伝
わ
る
よ
う
に

、
努
力
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す

。
（
十
月
十
三
日
寄
稿

）

《
連
盟
参
加
報
告

》
長
島
師
範
・
片
倉
師
範
・
大
村
師
範

　
十
月
十
四
日

（
日
曜
日

）
に
初
め
て
使
用
す
る

、
こ
れ
か
ら

の
松
飛
台
小
学
校
は

、
道
場
と
し
て
の
用
件
に
は
十
分
な
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か

、
前
回
の
９
月
９
日
に
参
加
し
た
時
に

、
大

勢
の
見
学
者
が
こ
ら
れ
て
お
り

、
今
後
の
活
動
の
発
展
性
を
期

待
で
き
る
も
の
が
あ

っ
た
よ
う
に
思
え
ま
し
た

。

　
今
回
は

、
前
回
に
比
べ
て
見
学
者
の
人
数
に
お
と
る
も
の

の

、
道
場
長
の
思
い
が
熱
く

、
こ
れ
か
ら
の
道
の
り
に
確
固
た

る
も
の
を
感
じ
取
れ
ま
し
た

。

　
練
習
は

、
独
自
メ
ニ

ュ
ー

で
解
り
や
す
く
努
力
の
跡
が
感
じ

ら
れ
ま
す

。
恵
ま
れ
た
状
況
か
ら
の
立
ち
上
げ
は

、
今
後
の
活

動
に
甘
え
を
生
む
事
が
多
い

。
厳
し
く

、
辛
い
日
々
が

、
楽
し

く
快
く
思
え
る
時
期
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う

、
更
な
る
苦
し
み
を

受
け
入
れ
よ
う
で
は
な
い
か

、

「
さ
れ
ば
到
れ
る

。

」
ハ
ズ
だ

共
に
支
え
成
し
遂
げ
ま
し
ょ
う

。

今
後

、
指
導
師
範
と
し
て

、
長
島
先
生
が
参
加
さ
れ
ま

す

。
松
戸
に
確
固
た
る

、
基
盤
を
構
築
し
て
欲
し
い

。

草
加
教
室
　
　
　
　
　
　
大
村
師
範
・
片
倉
師
範

　
場
所
　
草
加
市
新
栄
町
２
４
３
　
新
田
西
公
民
館

　
練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
９
：
０
０
～

１
１
：
０
０

《
連
盟
参
加
報
告

》

　
道
場
開
設
が
あ
れ
ば

、
自
分
た
ち
の
道
場
を
さ
て
お
い
て

駆
け
つ
け
る
二
人
で
す

。
１
０
月
１
４
日
に
松
戸
五
香
道
場

に
出
向
き

、
演
武
を
披
露
し
ま
し
た

。
練
習
中

、
片
倉
師
範

力
が
入
り
す
ぎ
た
の
か
脇
腹
を
痛
め
た
・
・
が
持
ち
前
の

ガ

ッ
ツ
で
練
習
に
参
加
し
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た

。

　
日
頃
か
ら

、
連
盟
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
に

、
科
目
の
改
正

、

型
の
創
造
等
を
理
事
会
に
呈
示
し

、
普
及
に
向
け
て
実
践
し

て
い
ま
す

。
　
今
あ
る
技
量
と

、
熱
い
心
を

、
一
人
で
も
多

く
の
人
に
伝
え
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す

。

　　
　
　
　
　
　
１
０
月
２
１
日
・
・
見
学

　
 
 
 
 
　
怪
我
も
何
の
そ
の

、
仕
事
も
道
場
練
習
も
既

　
　
　
　
　
　

に
参
加
し
て
い
る
片
倉
師
範

、
鏡
開
き
に
お

　
　
　
　
　
　

け
る
草
加
道
場
と
し
て
の
演
武
に

、
大
村
師

　
　
　
　
　
　

範
と
共
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た

。
二
人
に

　
　
　
　
　
　

は

、
熱
き
情
熱
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

、
義
務
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

有
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
加
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
練
習
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

景
で
し
た

熱い思いと、思いやり

世
田
谷
道
場
　
　
　
　
 
　
　
 
　
笠
置
師
範

場
所
　
世
田
谷
区
桜
丘
２
の
１
の
３
９
桜
丘
中
学
校
格
技
室

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
１
９
：
０
０
～

２
１
：
０
０

《
世
田
谷
道
場
よ
り
実
況
中
継
”
純
情
編
”

》

　
東
京
農
業
大
学
の
裏
手
に
位
置
す
る
世
田
谷
区
立
桜
ヶ
丘

中
学
校

、
近
く
に
馬
事
公
苑
が
あ
り

、
小
田
急
線
千
歳
船
橋

駅
よ
り
商
店
街
を
抜
け
徒
歩
十
分

、
恵
ま
れ
た
環
境
で
行

っ

て
い
ま
す

。

　
名
前
の
通
り
正
門
前
の
桜
並
木
道
は

、
春
に
淡
い
ピ
ン
ク

で
染
ま
り
ま
す

。
今
は
静
か
に

、
越
冬
の
準
備
に
入
る
の
で

し
ょ
う

、
色
が
変
わ
る
と
形
が
変
わ
る

、
同
じ
樹
木
な
の
に

陰
陽
を
使
い
分
け
ま
す

。

　
中
学
校
の
一
角
に
体
育
館
が
有
り

、
一
階
が
格
技
室

、
毎

週
日
曜
日
の
夜

、
社
会
人
に
と

っ
て
貴
重
な
時
間
で
す

。

　
柔
軟
に
時
間
を
か
け

、
基
本
や
科
目
稽
古
に
余
念
が
あ
り

ま
せ
ん

。
課
題
は
十
二
月
の
二
級
試
験
を
達
成
出
来
る
か
！

「
二
級
の
内
容
が
難
し
い
！

」
と
本
人

、
挑
戦
と
云
う
果
敢

な
行
動
に
賞
賛
し
て
い
ま
す

。
今
を
乗
り
越
え
れ
ば

、
桜
の

様
に
姿
・
形
が
変
わ
る
喜
び
を
実
感
す
る
も
の

、
又
二
級
審

査
に
拠
り

、
姉
妹
道
場
の
三
鷹
の
高
校
生
達
と
並
ぶ

、
来
年

の
鏡
開
き
で
堂
々
た
る
緑
色
の
帯
で

、
美
し
き
陰
と
陽
の
技

を
初
披
露
す
る
事
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
十
月
一
日
寄
稿

）

《
連
盟
報
告

》

　
会
員
募
集
に

、
忙
し
い
合
間
を
ぬ

っ
て
次
代
の
担
い
手
を

地
元
世
田
谷
に
求
め

、
東
奔
西
走
す
る
日
々

、
情
熱
を
持

っ

て
取
り
組
む
笠
置
師
範
が
い
ま
す

。
練
習
は
優
し
く
厳
し

く

、
独
特
の
説
得
力
と
美
技
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

。
当

団
体
は

、
個
々
を
大
切
に

「
人
に
優
し
く

」
が
基
本
で
す

。

こ
の
地
で
更
な
る
進
化
を
し
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す

。
何

よ
り
も
連
盟
の
今
後
に

、
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す

。
感
謝
！

新栄団地に
パンフ配り

（有）油屋商事（エネルギー、住宅設備）
ひたちなか市笹野町
　 ＴＥＬ(０２ー９２７４ー８８８７)

（有）カサギ電気工業（電気工事、設計）
世田谷区祖師谷２－９－２６
　 ＴＥＬ(３４８４）６２８２

瀧井商店（すだれ）・・会長のお店
台東区東上野６丁目
　 ＴＥＬ(　３８３１)０８４４

和菓子処　八千代堂
本　 店　合羽橋通り　　　ＴＥＬ(3841)3441
千束店  千束通り入口　 ＴＥＬ(3872)1705

鏡
開
き
演
目
・
相
対
演
武
練
習
・
・
検
討
中

腕足はさみ極め

心
の

「
ゆ
と
り

」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
書
記
委
員
長

「
こ
れ
か
ら
は
中
国
語
を
学
び
な
さ
い

。

」
今
か
ら
二
十
年
程

前

、
高
校
の
時
の
先
生
が
言

っ
た
言
葉
で
す

、
格
差
は
あ
る

が

、
中
国
と
イ
ン
ド
の
国
民
に
は

「
生
き
る
力

」
が
あ
る
だ
か

ら
徐
々
に
経
済
が
成
長
し

、
十
年
後
の
日
本
社
会
に
必
ず
影
響

す
る
筈
で
し
ょ
う

、
と
い
う
理
由
で
し
た

。
現
に
通
勤
電
車
や

都
心
を
見
て
も

、
彼
ら
の
多
さ
を
実
感
し
ま
す

。
で
は
日
本
で

生
活
し
て
い
る
外
国
人
達
が

、
ど
う
や

っ
て
文
化
に
馴
染
ん
だ

の
で
し
ょ
う
か

。
ま
ず

、
あ
い
さ
つ
の
言
葉
を
覚
え

、
人
と
接

し

、
時
に

、
は
じ
を
か
い
た
り

、
苦
労
を
し
て
慣
れ
て
い

っ
た

の
で
し
ょ
う

。
で
す
か
ら

、
本
当
に
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
な

心
の

「
ゆ
と
り

」
に
気
づ
く
迄
は

、
大
変
な
労
力
と
時
間
が
か

か

っ
た
と
思
い
ま
す

。

　
し
か
し
楽
を
す
る
事
は
簡
単
で
す

。
学
生
時
代
に
韓
国
の
留

学
生
が
居
ま
し
た

。
聞
け
ば
徴
兵
を
終
え
て
心
の
”
ゆ
と
り
”

を
求
め
に
日
本
へ
来
た
と
言
い
ま
す

。
入
学
し
た
ば
か
り
の
姿

は

、
目
つ
き
が
鋭
く

、
口
調
も
重
々
し
い
の
が
印
象
的
で
し

た

。
半
年
経

っ
た
或
る
日

、
ひ
ょ
ん
な
事
で
彼
の
下
宿
先
を
訪

ね
て
私
は
驚
き
ま
し
た

。
部
屋
に
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
や
マ
ン
ガ

本
が
散
乱
し
て
い
た
の
で
す

、
や
が
て
彼
は
学
校
か
ら
姿
を
消

し
ま
し
た

。
パ
チ
ン
コ
で
遊
ぶ
日
が
続
い
て
い
る
と
い
う
噂
で

し
た

。
無
論

、
そ
の
後
ど
う
し
た
か
知
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん

。

　
本
当
の

「
ゆ
と
り

」
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う

か

。
今
学
校
の
教
育
現
場
で
は

、
大
変
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

の
で
す

。
ひ
た
す
ら
丸
暗
記
で
詰
め
込
む
様
な
勉
強
の
方
法
を

改
善
し
よ
う
と
政
府
は

、
授
業
時
間
と
教
科
内
容
を
軽
減
さ

せ

、
２
０
０
２
年

「
ゆ
と
り
教
育

」
を
掲
げ
て
週
五
日
制
を
徹

底
し
ま
し
た

。
し
か
し
”
ゆ
と
り
”
自
体
の
テ
ー

マ
を
具
体
化

せ
ず

、
学
校

、
地
域

、
そ
し
て
家
庭
に
方
針
を
委
ね
た
の
で

す

。
時
間
を
か
け
て
努
力
し
た
所
も
あ

っ
た
様
で
す
が

、
結
局

う
ま
く
い
か
ず

、
先
進
国
ワ
ー

ス
ト
の
学
力

、
さ
ら
に
体
力
低

下
の
お
ま
け
も
分
か
り
あ
わ
て
て
授
業
時
間
を
と
り
戻
そ
う
と

し
て
い
る
の
で
す

。

　
誰
も
が
楽
を
望
み
ま
す

。
学
校
の
定
期
テ
ス
ト
勉
強
等

、
受

験
が
無
け
れ
ば
み
ん
な
や
り
た
く
あ
り
ま
せ
ん

。
学
校
や
塾

で

、

「
受
験
が
終
わ
れ
ば
楽
に
な
る
か
ら

」
と
教
え
て
し
ま
う

事
に
問
題
は
有
る
と
思
い
ま
す

。
目
標
を
成
熟
し
た
学
生
が

、

学
ぶ
意
欲
を
失

っ
て
し
ま
う
こ
と
は

、
こ
の
為
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か

「
楽
を
し
た
い
か
ら
勉
強
を
す
る

」
と
い
う
発
想
で

無
く

、
将
来
自
分
が

「
何
に
な
り
た
い

、
な
ら
ば
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
良
い
の
か

」
を
ま
ず
考
え
さ
せ
る
事
が
必
要
で
す

。

「
勉
強
し
て
い
る
か
ら
楽
に
な

っ
て
い
る

」
と
気
づ
く
も
の
だ

と
思
い
ま
す

。

「
ゆ
と
り

」
と
は

、
を
教
え
よ
う
と
し
た
事
で

「
生
き
る
力

」

を
備
え
よ
う
と
し
た
が

、
人
前
で
は
じ
を
か
く
事
や

、
反
省
し

考
え
る
時
間
も
な
い

、
安
全
で
平
穏
な
休
日
に
し
て
し
ま

っ

た

。
”
失

っ
た
時
間
”
が

、
近
い
将
来
の
日
本
社
会
や
経
済

に

、
い
か
な
る
形
で
及
ぼ
す
の
で
あ
ろ
う
不
安
を

、
日
本
人
全

体
が
心
配
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す

。

　
そ
の
為
に
は

、
指
導
側
の
教
育
や

、
受
け
る
側
の
環
境
の
整

備
等

、
様
々
な
問
題
は
有
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

。
し
か
し

、
少

し
考
え
方
を
変
え
る
だ
け
で
良
い
の
で
す

。

　
日
本
の
義
務
教
育
を
受
け
た
事
で

、
日
本
の
国
民
が
豊
に
な

り

、
本
当
の

「
ゆ
と
り

」
が
表
れ
る
よ
う
に
な
れ
る
の
だ
と
思

え
る
事
を

、
も

っ
と
考
え
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か

。「
鏡
開
き

」
開
催
の
ご
案
内

日
時
　
平
成
二
十
年
一
月
十
三
日
・
日
曜
日

　
　
　
　
　
１
２
時
３
０
分
～

１
７
：
３
０

場
所
　
荒
川
区
南
千
住
６
の
４
５
の
５

　
　
　
荒
川
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
３
階
　
第
二
武
道
場

内
容
　
一

、
鏡
開
き

（
鏡
餅
割
り

）

　
　
　
二

、
第
一
回
奉
納
演
武
大
会

　
　
　
　
①
師
範
演
武

　
　
　
　
　
自
由
組

、
器
物
単

、
器
物
相
対

　
　
　
　
　
有
段
者
蹴
り
の
型

、
護
身
の
型

　
　
　
　
②
道
場
別
演
武

　
　
　
　
　
参
加
道
場
　
六
道
場
・
二
教
室

石川商店・・・（初代会長のお店）
台東区入谷１の９の３
　 ＴＥＬ(３８７３)４７２０


